
負けないぞ負けないぞ！！気合をいれて、元気に はいっ気合をいれて、元気に はいっ！！

ふるさとカルタ大会ふるさとカルタ大会
No.167No.167

　　みんなで築く　希望に満ち、みんなで築く　希望に満ち、

活力があふれるまち　ふじさき活力があふれるまち　ふじさき

ふじさき
広報
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場所：アラスカ会館(青森市)

　第38回全国中学生人権作文コンテスト青森県大
会で藤崎中３年の岩澤 心音(ここね)さんが東奥日報

社長賞、明徳中２年の古川 凜夏(りんか)さんが奨励

賞を受賞しました。岩澤さんは｢障がい者との向き

合い方｣、古川さんは｢いじめ問題｣をテーマに、そ

れぞれ人権尊重の大切さを訴えました。

人権尊重する心を大切に

場所：ふれあいずーむ館

12
　８

楽しいお話でクリスマス気分

場所：町長室

　板柳町で自動車販売業を営む中田 祐樹 さん(館川

町出身)が、売上の一部を町内小中学校の図書購入
費として寄付しました。今回で５年目の寄付とな
る中田さんは｢社会貢献の思いで寄付を続けている。
購入した本をきっかけに、子どもたちの本に触れる
機会が増えたらうれしい｣と話していました。

子どもたちの教育のために12
　21

場所：常盤八幡宮

　常盤地区では、体を清めた男衆が重さ約400㎏の年
縄を担ぎ、｢サイギ、サイギ｣の掛け声を響かせながら囃

子方とともに町内を練り歩きました。五穀豊穣と家内

安全を祈願し、年縄を常盤八幡宮に奉納しました。

場所：崇染宮

　俵舛、下俵舛、柏木堰地区合同の年縄奉納行事

が行われました。年縄を担いで町内を練り歩いた
約40名の参加者は、五穀豊穣と家内安全を祈願し、
柏木堰地区の崇染宮に奉納しました。

平成平成３１３１年 元旦 年縄奉納行事が行われました年 元旦 年縄奉納行事が行われました

12
　８

Town Topics

古川 さん

　満100歳のお誕生日を迎えた工藤さんに、町から
長寿顕彰状と長寿祝金が贈られました。家族の方

は｢若いときは社交ダンスや陶芸を楽しみ、好き嫌

いなくなんでも食べていたのが長寿の秘訣ではな

いか｣と話していました。

祝長寿 １００歳おめでとうございます

さん(下俵舛） 大正７年12月10日生まれ
　わっこの会によるクリスマスおはなし会が開催さ

れ、クリスマスにちなんだお話が、影絵や紙芝居、

朗読劇で披露されました。親子連れなど、参加した

120名以上の来場者は、わくわくするお話に耳を傾
け、クリスマス気分を楽しんでいました。

岩澤 さん

■お問合せ　日本赤十字社藤崎町分区(福祉課福祉係内)　88－8195

義援金寄付団体 金　額

○藤崎町建設協会　○チーム夢所属　○津軽 藤蓮會(ふじれんかい)

○伝馬老人クラブ喜楽会　○藤崎町赤十字奉仕団

○藤崎町町議会議員一同　○藤崎町特別職・職員一同

○藤崎町選挙管理委員会委員一同　○ふじさき秋まつり実行委員会

484,580円

いのちと健康を守る活動の強化に努めますいのちと健康を守る活動の強化に努めます

赤十字活動をご支援ください赤十字活動をご支援ください

　昨年は2,982世帯から2,160,920円が寄せられ、日本赤十字社に送金し様々な事業に充てられました。
　災害救護をはじめとする赤十字活動は、主に赤十字会員から寄せられる会費・寄付金を財源と

し、被災地への医療救護班や被災者の心のケアを行う救護班の派遣、救援物資の提供や義援金の受

付など、物心両面にわたる支援活動を展開しています。

　今年も２月から赤十字会員増強・会費増収運動を実施しますので、引き続き町民の皆さんのご理

解ご協力をよろしくお願いします。

災害発生に際し、皆さんからいただいた義援金は日本赤十字社を通じて被災地へ届けられました。

　　　　 （平成30年７月豪雨災害義援金・平成30年北海道胆振東部地震災害義援金）

○救援物資募集と交付

　被災地への救援物資を募集し、日本赤十字社などを通じて被災地へ届けます。

　また、町内で火災や自然災害が発生した場合に救援物資(毛布・緊急セット)を届けます。

○赤十字救護車｢博愛号｣設置

　日本赤十字社の助成を受け、町に救護車を１台配置しています。

　災害被災地への職員派遣や火災現場への急行等で活用されています。

○災害用移動炊飯器配置

　災害時に炊き出しできる炊飯器(大鍋)を２器配置しています。

　防災訓練において、日赤奉仕団員が炊き出し訓練を行っています。

◆藤崎町における赤十字業務について

◆皆さんの善意に心よりお礼申し上げます。

◆２月は赤十字会員増強・会費増収運動月間です

　藤崎町赤十字奉仕団は、すべての人々の幸せを願い、明るく住みよい社会を築くため、老人・障

がい者の福祉向上活動、災害発生時の援助活動、青少年赤十字(子ども赤十字)の普及と育成に関す

る活動など、身近な奉仕活動に従事する団体です。

◆藤崎町赤十字奉仕団とは

○交通街頭指導、小学生への自転車の乗り方指導

○各小中学校への雑巾の寄付

○秋まつりでの募金活動

○防災訓練での炊き出し協力・救護　　ほか

工藤  ヨネ

～約１５０名が団員として次の奉仕活動を行っています～

赤十字救護車「博愛号」

防災訓練で救護班として活躍する団員
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平
成
30
年
第
４
回　

議
会
定
例
会

会
期 

12
月
７
日
〜
13
日
の
７
日
間

審議された議案の案件及び内容審議された議案の案件及び内容

■報告

・・専決処分した事項の報告の件（損害賠償額の決定について）

■議案

・・藤崎町課設置条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町特別職の職員の給与に関する条例の一部を改正する条例案

・・藤崎町特別災害による被害者に対する町税減免の特別措置に関する条例の一部

を改正する条例案

・・藤崎町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改

正する条例案

・・藤崎町教育委員会教育長の任命の件

・・財産の処分の件

・・財産の無償譲渡の件

・・福舘公民館の指定管理者の指定の件

・・榊公民館の指定管理者の指定の件

・・福島公民館の指定管理者の指定の件

・・福左内公民館の指定管理者の指定の件

・・藤崎町常盤地区コミュニティセンターの指定管理者の指定の件

・・藤崎町亀田地区交流センターの指定管理者の指定の件

・・藤崎町水木地区ふるさとセンターの指定管理者の指定の件

・・藤崎町老人憩の家の指定管理者の指定の件

・・徳下老人憩の家の指定管理者の指定の件

・・久井名舘老人憩の家の指定管理者の指定の件

・・富柳老人憩の家の指定管理者の指定の件

・・三ツ屋老人憩の家の指定管理者の指定の件

・・中野目研修集会センターの指定管理者の指定の件

・・三集落生活改善センターの指定管理者の指定の件

・・西中野目生活改善センターの指定管理者の指定の件

・・藤越研修集会所の指定管理者の指定の件

・・白子研修集会所の指定管理者の指定の件

・・林崎研修集会所の指定管理者の指定の件

・・平成会館の指定管理者の指定の件

・・若松転作研修館の指定管理者の指定の件

・・平成30年度藤崎町一般会計補正予算（第３回）案

・・平成30年度藤崎町国民健康保険（事業勘定）特別会計補正予算（第３回）案

・・平成30年度藤崎町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３回）案

・・平成30年度藤崎町介護保険（事業勘定）特別会計補正予算（第３回）案

・・平成30年度藤崎町水道事業会計補正予算（第２回）案

・・平成30年度藤崎町下水道事業会計補正予算（第３回）案

　

今
後
は
、
同
団
地
の
必
要
性
や

維
持
管
理
の
財
政
負
担
を
考
慮

し
、
町
営
住
宅
運
営
委
員
会
な
ど

の
意
見
を
十
分
に
踏
ま
え
な
が

ら
、
計
画
の
再
検
討
を
考
え
て
い

き
ま
す
。

教
育
環
境
に
つ
い
て

教
育
環
境
に
つ
い
て

小
中
学
校
に
お
け
る
空
調

の
設
置
に
つ
い
て

国
で
は
熱
中
症
対
策
と
し

て
、
学
校
へ
冷
房
設
備
を

整
備
す
る
た
め
の
交
付
金
を
創
設

し
、
当
町
も
内
示
を
受
け
ま
し

た
。
事
業
内
容
に
つ
い
て
は
現
在

検
討
中
で
す
。

学
校
施
設
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

安
全
対
策
に
つ
い
て

町
が
、
小
中
学
校
の
ブ

ロ
ッ
ク
塀
を
総
点
検
し
た

と
こ
ろ
、
藤
崎
小
学
校
の
ブ
ロ
ッ

ク
塀
の
老
朽
化
が
判
明
し
、
直
ち

に
撤
去
し
ま
し
た
。
通
学
路
に
つ

い
て
は
、
小
中
学
校
で
危
険
箇
所

を
抽
出
し
、
関
係
機
関
と
合
同
で

危
険
箇
所
の
巡
回
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
小
中
学
校
へ
は
そ
の
結
果

を
情
報
提
供
し
、
学
校
か
ら
児
童

生
徒
、
保
護
者
へ
周
知
す
る
こ
と

で
、
安
全
対
策
の
徹
底
を
図
っ
て

い
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
に
関
わ

ス
ポ
ー
ツ
、
文
化
に
関
わ

る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

る
人
材
の
育
成
に
つ
い
て

児
童
生
徒
の
体
育･
文
化

活
動
及
び
ス
ポ
ー
ツ
少
年

団
活
動
の
各
種
大
会
出
場
補
助
金

の
状
況
に
つ
い
て

昨
年
度
、
小
中
学
校
部
活

動
へ
約
５
６
０
万
円
、
各
ス

ポ
ー
ツ
少
年
団
へ
は
約
１
０
０
万
円

を
補
助
し
て
い
ま
す
。今
後
も
、
児

童
生
徒
の
健
や
か
な
成
長
に
資
す

る
た
め
、支
援
の
継
続
を
考
え
て
い

ま
す
。奈

良　

完
治 

議
員

環
境
問
題
に
つ
い
て

環
境
問
題
に
つ
い
て

藤
崎
地
区
の
ゴ
ミ
処
理
負

担
金
に
つ
い
て

①
弘
前
地
区
環
境
事
務
組
合
へ

の
負
担
金
が
前
年
比
４
０
５
万

３
０
０
０
円
、
６･

３
％
増
加
し

た
こ
と
に
つ
い
て

一 

般 

質 

問

阿
部　

祐
己 

議
員

町
営
住
宅
に
つ
い
て

町
営
住
宅
に
つ
い
て

現
在
の
住
宅
待
機
者
に
つ

い
て

平
成
30
年
11
月
末
現
在
の

町
営
住
宅
待
機
者
は
、
し

ら
か
ば
団
地
が
１
名
、
亀
田
団
地

が
１
名
、
西
田
団
地
が
４
名
、
第

１
水
木
団
地
が
６
名
の
計
12
名
と

な
っ
て
い
ま
す
。

空
室
状
況
に
つ
い
て

み
ど
り
団
地
が
15
戸
、
し

ら
か
ば
団
地
が
３
戸
の
計

18
戸
と
な
っ
て
い
ま
す
。

し
ら
か
ば
団
地
の
改
修
に

つ
い
て

平
成
29
年
１
月
に
策
定
し

た
藤
崎
町
公
営
住
宅
等
長

寿
命
化
計
画
で
、
平
成
32
年
度
に

し
ら
か
ば
団
地
の
改
修
工
事
を
予

定
し
て
い
ま
す
が
、
築
45
年
を
経

過
し
、
入
居
希
望
者
は
減
少
し
て

い
ま
す
。

■
特
別
会
計

・
国
民
健
康
保
険(

事
業
勘
定)

　

特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も

　

41
万
４
千
円
追
加

・
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計　

　

歳
入
歳
出
と
も

　

１
７
８
万
８
千
円
追
加

・
介
護
保
険(

事
業
勘
定)

　

特
別
会
計

　

歳
入
歳
出
と
も

　

６
７
５
５
万
３
千
円
追
加

■
公
営
企
業
会
計

・
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支　

　

変
更
な
し(

予
備
費
調
整)

　

資
本
的
収
支

　

収
入
支
出
と
も

　

23
万
１
千
円
追
加

・
下
水
道
事
業
会
計

　

収
益
的
収
支

　

収
入
支
出
と
も

　

78
万
３
千
円
追
加

　

資
本
的
収
支

　

収
入
支
出
と
も

　

６
万
４
千
円
追
加

補
正
予
算

■
一
般
会
計

　

青
森
県
人
事
委
員
会
勧
告
に

伴
う
人
件
費
の
ほ
か
、
来
年
度

に
予
定
さ
れ
て
い
る
新
年
号
へ

の
移
行
、
町
民
の
健
康
づ
く
り
に

欠
か
せ
な
い
予
防
接
種
や
健(

検)

診
委
託
料
、
人
口
増
加
対
策
と
し

て
実
施
し
て
い
る
若
者
移
住
す
ま

い
づ
く
り
補
助
金
な
ど
へ
の
対

応
を
中
心
に
、
歳
入
歳
出
と
も

１
億
１
０
７
１
万
５
千
円
を
追
加

し
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
12
月
７
日
か
ら
13
日

ま
で
、
平
成
30
年
第
４
回
藤
崎
町

議
会
定
例
会
が
開
か
れ
、
報
告
１

件
、
議
案
34
件
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
、
原
案
通
り
可
決
し
、
閉
会
し

ま
し
た
。

平成30年第４回　議会定例会 平成30年第４回　議会定例会平成30年第４回　議会定例会 平成30年第４回　議会定例会
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平成30年第４回　議会定例会 平成30年第４回　議会定例会平成30年第４回　議会定例会 平成30年第４回　議会定例会

②
他
市
町
村
は
軒
並
み
負
担
金
が

減
額
し
て
い
る
が
、
町
と
し
て
他

市
町
村
の
取
組
等
情
報
収
集
等
し

て
い
る
の
か

③
今
後
、負
担
金
を
減
ら
し
て
い
く

方
策
を
検
討
す
べ
き
で
は
な
い
か

①
負
担
金
が
増
加
し
た
主

な
理
由
と
し
て
、
管
理
費

に
つ
い
て
は
、
弘
前
市
の
ゴ
ミ
の

搬
入
量
が
前
年
を
下
回
っ
た
の
に

対
し
、
当
町
の
搬
入
量
が
前
年
を

上
回
っ
た
こ
と
で
、
全
体
に
占
め

る
当
町
の
割
合
が
上
昇
し
た
た
め

で
す
。

　

焼
却
灰
等
処
理
費
に
つ
い
て

は
、
今
ま
で
埋
立
処
分
場
を
持
た

な
い
藤
崎
町
と
大
鰐
町
、
弘
前
市

の
一
部
の
分
は
民
間
業
者
に
処
理

委
託
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
29

年
度
の
弘
前
市
埋
立
処
分
場
第
２

区
画
完
成
に
よ
り
、
弘
前
市
が
処

理
委
託
を
し
な
く
な
っ
た
こ
と

で
、
委
託
処
分
料
の
単
価
が
上
昇

し
た
た
め
で
す
。

②
③
他
市
町
村
の
取
組
に
つ
い
て

は
、
環
境
整
備
事
務
組
合
の
担
当

者
会
議
等
で
情
報
交
換
、
情
報
収

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
負

担
金
を
減
ら
し
て
い
く
方
策
と
し

て
は
、
町
内
事
業
所
へ
の
古
紙
リ

サ
イ
ク
ル
の
促
し
の
ほ
か
、
秋
ま

つ
り
で
の
衣
類
・
小
型
家
電
等
の

回
収
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
町
広
報
紙
の
12
月
号
か

ら
３
月
号
に
ゴ
ミ
減
量
の
記
事
を

掲
載
し
、
啓
発
し
て
い
ま
す
。

農
業
問
題
に
つ
い
て

農
業
問
題
に
つ
い
て

主
力
産
業
の
り
ん
ご
栽
培

に
つ
い
て

①
収
穫
を
終
え
改
め
て
黒
星
病
の

多
さ
を
実
感
し
て
い
る
が
再
度
、

町
と
し
て
の
対
策
を
お
尋
ね
し
ま
す

②
樹
園
地
の
放
任
園･
粗
放
園
に

関
す
る
調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
が

結
果
は
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る

の
か

③
藤
崎
町
り
ん
ご
放
任
園･

粗
放

園
対
策
交
付
金(

仮
称)

の
具
体
的

な
計
画
、
事
業
内
容
に
つ
い
て

①
町
で
は
関
係
市
町
村
と

連
携
し
て
、
国
及
び
県
に

対
し
て
、
新
規
薬
剤
の
早
期
開

発
、
発
生
予
察
や
効
果
的
な
防
除

体
制
の
確
立
な
ど
、
早
期
対
策
と

解
決
を
求
め
る
要
望
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

　

ま
た
、
個
々
の
生
産
者
に
対

し
、
引
き
続
き
防
除
暦
に
基
づ
く

防
除
の
徹
底
を
呼
び
か
け
る
ほ

か
、
黒
星
病
の
温
床
と
な
り
得
る

管
理
粗
放
園
に
注
目
し
、
粗
放
解

消
に
よ
る
菌
密
度
の
低
下
を
図
り

た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

②
③
10
月
下
旬
に
町
内
30
団
体

の
共
同
防
除
組
合
に
照
会
し
た

｢

放
任
園
・
粗
放
園
に
関
す
る
調

査｣

に
よ
り
、６
団
体
か
ら
約
２
万

７
０
０
０
㎡
の
管
理
粗
放
園
の
情

報
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

現
在
検
討
し
て
い
る｢

藤
崎
町

り
ん
ご
放
任
園
・
粗
放
園
対
策
交

付
金(

仮
称)｣

で
は
、
菌
密
度
の

低
下
、
放
任
園
・
粗
放
園
か
ら
周

辺
農
地
へ
の
黒
星
病
ま
ん
延
を
防

ぐ
た
め
、
伐
採
処
理
な
ど
を
行
う

地
域
団
体
に
対
し
て
交
付
金
を
交

付
す
る
対
応
を
考
え
て
い
ま
す
。

五
十
嵐　

忍 
議
員

学
校
教
育
に
つ
い
て

学
校
教
育
に
つ
い
て

町
奨
学
金
制
度
に
つ
い
て

①
利
用
状
況
、
滞
納
状
況
及
び
そ

の
理
由
、
ま
た
滞
納
へ
の
対
処
は

ど
う
な
っ
て
い
る
か

②
保
証
人
を
立
て
る
人
的
保
証
は

時
代
に
合
っ
て
い
な
い
と
思
わ
れ

る
。
保
証
機
関
に
よ
る
機
関
保
証

に
す
る
べ
き
で
は
な
い
か

①
利
用
状
況
に
つ
い
て
、

平
成
28
年
度
は
大
学
入
学

で
２
名
、
昨
年
度
は
申
請
が
な

く
、
平
成
30
年
度
は
大
学
及
び
専

門
学
校
入
学
の
た
め
３
名
が
利
用

し
て
い
ま
す
。

　

貸
付
金
の
滞
納
者
数
は
、
平
成

10
年
度
か
ら
の
累
積
で
11
月
末
現

在
７
名
と
な
っ
て
お
り
、
電
話
や

文
書
に
よ
る
納
付
勧
告
の
ほ
か
、

戸
別
訪
問
に
よ
る
状
況
確
認
な

ど
、
納
付
を
粘
り
強
く
働
き
か
け

て
い
ま
す
。

②
町
の
奨
学
金
制
度
で
は
、
連
帯

保
証
人
は
保
護
者
を
含
む
２
名
と

し
、
本
人
と
保
証
人
と
の
関
係
の

制
限
は
定
め
て
お
ら
ず
、
比
較
的

申
請
し
や
す
い
も
の
と
な
っ
て
い

ま
す
。
連
帯
保
証
人
を
保
証
機
関

へ
委
託
す
る
制
度
は
、
奨
学
金
か

ら
手
数
料
が
毎
月
減
額
さ
れ
、
借

り
入
れ
す
る
側
に
は
不
利
な
一
面

も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
機
関
保

証
で
き
る
機
関
が
県
内
に
は
な
い

こ
と
か
ら
、
現
段
階
で
町
の
奨
学

金
制
度
に
適
用
す
る
こ
と
は
難
し

い
と
考
え
ま
す
。

保
健
活
動
に
つ
い
て

保
健
活
動
に
つ
い
て

が
ん
検
診
に
つ
い
て

①
国
が
推
奨
し
て
い
る
５
大
が
ん

検
診
の
他
に
前
立
腺
が
ん
検
診
を

行
っ
て
い
る
が
、
科
学
的
有
効
性

は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

②
精
密
検
査
の
受
診
率
は
ど
の
く

ら
い
か
。
受
診
率
向
上
の
た
め
に

要
精
検
者
に
対
し
て
ど
の
よ
う
な

働
き
か
け
を
し
て
い
る
の
か

①
町
の
過
去
３
年
間
の
検

診
に
お
い
て
前
立
腺
が
ん

が
発
見
さ
れ
た
例
は
毎
年
３
件
か

ら
５
件
あ
り
、
近
隣
８
市
町
村
に

お
い
て
も
、
当
町
を
含
む
６
市
町

村
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

当
面
は
継
続
す
る
考
え
で
す
。

②
平
成
29
年
度
の
が
ん
検
診
精
密

検
査
受
診
率
は
、
肺
が
ん
検
診
が

82･

５
％
、
胃
が
ん
検
診
が
59･

は
１
億
１
９
０
０
万
円
、レ
ス
ト
ラ
ン

の
利
用
者
数
が
２
万
４
０
０
０
人

で
、売
上
高
は
２
０
０
０
万
円
、飲
み

物
な
ど
の
カ
フ
ェ
の
利
用
者
が

１
万
４
０
０
０
人
で
、
売
上
高
は

５
０
０
万
円
で
あ
り
、
ト
ー
タ
ル
の

利
用
者
数
は
15
万
６
０
０
０
人
、
売

上
高
は
お
よ
そ
１
億
４
４
０
０
万

円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

下
半
期
の
目
標
は
、り
ん
ご｢

ふ

じ｣

発
祥
の
地
の
Ｐ
Ｒ
及
び
り
ん

ご
販
売
の
強
化
、
三
重
県
紀
宝
町

な
ど
の
地
域
間
連
携
産
品
の
充

実
、
地
元
産
り
ん
ご
や
大
豆
を
活

用
し
た
加
工
品
の
販
売
促
進
、
売

れ
筋
野
菜
な
ど
の
品
揃
え
な
ど
、

冬
期
間
に
お
け
る
販
売
戦
略
を
展

開
し
、
利
用
者
数
及
び
売
上
額
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

　

ふ
じ
さ
き
食
彩
テ
ラ
ス
を
訪
れ

る
お
客
さ
ん
が
、
冬
期
間
も
町
の

魅
力
を
体
感
で
き
る
よ
う
努
め
、

安
定
的
な
経
営
を
図
る
た
め
、
収

入
確
保
を
堅
持
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。秋

ま
つ
り
の
来
場
者
及
び

評
価
、
今
後
の
改
善
点
に

つ
い
て

第
６
回
ふ
じ
さ
き
秋
ま
つ

り
は
、
初
日
の
朝
に
雨
が

降
っ
た
も
の
の
、
２
日
間
と
も
に

晴
天
に
恵
ま
れ
、
２
日
間
で
約

２
万
３
０
０
０
人
の
来
場
者
が
お

越
し
に
な
り
、
大
盛
況
の
う
ち
に

終
了
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
各
部
会
に
ア
ン
ケ
ー

ト
を
依
頼
し
、
実
行
委
員
会
及
び

チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
会
議
に
お
い
て

検
証
し
、
来
年
度
の
「
第
７
回
ふ

じ
さ
き
秋
ま
つ
り
」
の
開
催
に
つ

な
げ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

浅
利　

直
志 

議
員

教
育
環
境
整
備
の
取
組
に

教
育
環
境
整
備
の
取
組
に

つ
い
て

つ
い
て①

通
学
路
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

の
安
全
対
策
に
つ
い
て

②
小･

中
学
校
へ
の
エ
ア
コ
ン
設

置
計
画
に
つ
い
て

阿
部
議
員
へ
の
答
弁
内
容

と
同
じ

常
盤
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
設

置
の
防
塵
ネ
ッ
ト
の
効
果

と
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

常
盤
小
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
砂

の
飛
散
防
止
の
た
め
防
塵

ネ
ッ
ト
を
設
置
し
ま
し
た
が
、
設

置
後
は
道
路
上
へ
、
砂
の
飛
散
が

発
生
し
て
い
な
い
こ
と
を
確
認
し

て
い
ま
す
。

常
盤
小
横
線
の
町
道
の
拡
幅

整
備
と
調
査
費
に
つ
い
て

歩
行
者
の
安
全
を
確
保
す

る
た
め
、
平
成
28
年
度
に

社
会
資
本
総
合
整
備
交
付
金
を
活

用
し
、
県
道
浪
岡
藤
崎
線
と
の
交

差
点
を
起
点
に
当
該
路
線
の
一
部

区
間
に
お
い
て
側
溝
整
備
工
事
を

実
施
し
ま
し
た
。
残
り
の
区
間
に

つ
い
て
は
、
早
期
の
事
業
実
現
に

向
け
て
財
源
な
ど
を
含
め
検
討
中

で
す
。

小･

中
学
校
教
職
員
の
長

時
間
労
働
の
現
状
と
そ
の

原
因
や
今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て

県
教
育
委
員
会
が
実
施
し

た
教
職
員
の
勤
務
実
態
調

査
の
結
果
に
よ
る
と
、
児
童
生
徒

の
学
習
指
導
や
成
績
処
理
、
校
務

分
掌
事
務
や
学
校
行
事
な
ど
に
費

や
す
時
間
が
長
時
間
労
働
に
結
び

つ
い
て
い
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

教
職
員
の
多
忙
化
解
消
に
つ
い

て
は
、
学
校
及
び
教
育
委
員
会
が

17
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
40

歳
か
ら
70
歳
の
節
目
に
あ
た
る
方

を
対
象
に
、
歯
と
歯
ぐ
き
の
状
況

や
口
腔
の
清
掃
状
況
な
ど
を
、
町

内
の
歯
科
医
院
に
お
い
て
無
料
で

受
診
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
平

成
29
年
度
は
、
対
象
者
８
６
７
名

に
対
し
受
診
者
が
64
名
、
受
診
率

は
７
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。

②
施
設
入
所
者
に
対
す
る｢

口
腔

機
能
向
上
事
業｣

の
実
施
に
つ
い

て
、
職
能
団
体
を
中
心
に
検
討
を

進
め
て
い
ま
す
。介
護
予
防
・
日
常

生
活
支
援
総
合
事
業
の
メ
ニ
ュ
ー

と
し
て
、
介
護
予
防
に
よ
る
口
腔

ケ
ア
対
策
に
繋
げ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

相
馬　

勝
治 

議
員

行
政
問
題
に
つ
い
て

行
政
問
題
に
つ
い
て

食
彩
テ
ラ
ス
の
上
半
期
業

績
及
び
下
半
期
の
目
標
に

つ
い
て

株
式
会
社
ふ
じ
さ
き
フ
ァ

ー
マ
ー
ズ
Ｌ
Ａ
Ｂ
Ｏ
か
ら
の

報
告
に
よ
る
と
、
直
売
所
の
利
用

者
が
11
万
８
０
０
０
人
で
、
売
上
高

８
％
、
大
腸
が
ん
検
診
が
58･

６

％
、
子
宮
頸
が
ん
検
診
が
81･

８

％
、
乳
が
ん
検
診
が
93･

２
％
、

前
立
腺
が
ん
検
診
が
52･

５
％
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

が
ん
検
診
を
受
診
し
た
結
果
、

｢

要
精
検｣

と
判
定
さ
れ
た
場
合
、

保
健
師
の
訪
問
・
電
話
又
は
結
果

説
明
会
に
よ
り
、
検
診
結
果
の
説

明
と
精
検
の
受
診
勧
奨
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
勧
奨
後
受
診
し
て
い
な

い
方
に
は
、
再
度
電
話
な
ど
で
受

診
を
勧
め
、
検
診
実
施
医
療
機
関

か
ら
も
勧
奨
す
る
な
ど
、
積
極
的

に
働
き
か
け
を
行
い
精
密
検
査
受

診
率
の
向
上
に
努
め
て
い
ま
す
。

歯
と
口
腔
の
健
康
に
つ
い
て

①
口
腔
の
健
康
と
全
身
疾
患
の
関

係
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
が
、
歯

周
疾
患
検
診
の
実
施
状
況
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か

②
介
護
予
防
事
業
に
お
け
る
口
腔

ケ
ア
の
現
状
と
今
後
の
方
向
性
は

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か

①
歯
周
疾
患
検
診
は
、
成

人
歯
科
健
診
と
し
て
平
成
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広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
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■お問合せ　企画財政課企画係　88ー8258

　空き家・空き地をそのまま放置しておく

と、周囲の生活環境や景観に悪影響を及ぼ

し、相続など親族間での問題も生じます。

　町も加わる「弘前圏域空き家・空き地バン

ク」を利用し、空き家・空き地の有効活用を

図りましょう。

　バンクでは、60以上の空き家・空き地が登
録されており（平成30年12月１日現在）、こ
れまで30以上の成約実績があります。
　なお、バンクのホームページ(http://www.

city.hirosaki.aomori.jp/akiyabank-8/)で取り扱
う物件を確認することもできます。

　なお、物件を売買するなどバンクを利用す

るためには登録が必要です。詳細はお問い合

わせください。

　柏木堰町内会では、宝くじの助成を受けて除雪機

などの町内会の活動で使用する備品を購入しました。

　柏木堰町内会が採択を受けた一般コミュニティ助

成事業は、一般財団法人自治総合センターが宝くじ

の社会貢献広報として行っているものであり、地域

コミュニティ活動の充実強化

を通じて、地域社会の健全な

発展と住民福祉の向上に寄与

することを目的としています。

空き家・空き地を
有効活用しませんか

宝くじの助成金で
整備しました

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告

◆報告対象家畜

　　飼養頭羽数の多少に関わらず、次の対象家畜を飼養している全ての方が報告対象となります。

　　○鳥　　類：鶏(青森シャモロック、比内地鶏、烏骨鶏、軍鶏、チャボ、声良鶏、金八など含む)、

　　　　　　　　あひる、うずら、きじ、ほろほろ鳥、七面鳥、だちょう

　　○鳥類以外：牛、馬、豚、ヒツジ、ヤギ、いのしし、鹿

◆報告内容　平成31年２月１日時点の頭羽数
◆報告様式　｢定期報告書｣の様式は、つがる家畜保健衛生所ホームページ(http://www.pref.aomori.lg.jp/

                 soshiki/kenmin/tsu-kaho/tsu-kaho_HP.html)からダウンロードするか、農政課農政係に備え

　　　　　　付けています。

◆報告期日　３月４日(月）

◆提出方法　提出先に郵送又は持参してください。

　家畜の飼養者は、飼養頭羽数及び衛生管理の状況について毎年報告することが義務付けられて

います。家畜の飼養者は忘れずに報告してください。

家畜（鶏含む）を飼っている皆さんへ

平成３１年定期報告を忘れずに

■提出先・お問合せ　農政課農政係　 88ー8273
　　　　　　　　　　西北地域県民局地域農林水産部つがる家畜保健衛生所　0173ー42ー2276

共
同
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
で
、

学
校
長
が
、
学
校
の
実
情
に
応
じ

た
方
策
を
示
し
、
教
職
員
が
一
丸

と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

適
正
な
勤
務
時
間
管
理
の
徹
底

や
業
務
の
効
率
化
な
ど
、
学
校
間

の
課
題
や
取
組
事
例
等
を
共
有
し

な
が
ら
、
負
担
軽
減
に
繋
が
る
取

組
を
考
え
て
い
き
ま
す
。

医
療
保
険
制
度
の
現
状
と

医
療
保
険
制
度
の
現
状
と

今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て

今
後
の
改
善
策
に
つ
い
て

全
国
知
事
会
、
市
長
会
、

町
村
会
の
地
方
三
団
体
は

｢

国
保
の
構
造
問
題｣

を
ど
の
よ
う

に
と
ら
え
て
い
る
の
か
。
現
在
三

団
体
が
国
に
要
望
し
て
い
る
こ
と

は
ど
ん
な
こ
と
か
に
つ
い
て

地
方
三
団
体
は
、
国
保
の

構
造
問
題
を
「
無
職
者
・

失
業
者
・
非
正
規
雇
用
の
労
働
者

な
ど
を
含
め
低
所
得
の
加
入
者
が

多
い
こ
と
」
、「
年
齢
構
成
が
高
く

医
療
水
準
が
高
い
こ
と
」
、「
所
得

に
占
め
る
保
険
料
負
担
が
重
い
こ

と
」
な
ど
が
要
因
で
あ
る
と
し

て
、
被
保
険
者
の
負
担
率
を
引
き

下
げ
る
た
め
、
更
な
る
公
費
負
担

の
増
を
要
望
し
て
い
ま
す
。

来
年
度
、
国
保
保
険
料
は

引
き
上
げ
に
な
る
の
か
。

青
森
県
の
保
険
料
率
は
引
き
上
げ

に
な
る
の
か

県
全
体
と
町
の
仮
算
定
標

準
保
険
料
率
は
引
き
上
げ

ら
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
く
ま
で
も

参
考
値
で
あ
り
、
町
が
負
担
す
べ

き
納
付
金
な
ど
に
つ
い
て
も
、
現

行
税
率
で
納
付
が
可
能
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
国
保
税
の
税
率
に
つ
い

て
は
据
え
置
く
こ
と
が
適
当
で
あ

る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

財
政
調
整
基
金
の
活
用
に
よ
り

税
率
を
引
き
上
げ
る
こ
と
な
く
財

源
を
確
保
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

｢

平
等
割｣

「
均
等
割
」
を

な
く
し
、
所
得
に
応
じ
た

「
国
保
税
」
に
す
る
こ
と
も
重
要

な
選
択
肢
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
ど

の
よ
う
に
評
価
さ
れ
る
の
か
に
つ

い
て

町
の
国
保
税
は
、｢

所
得

割｣
｢

平
等
割｣

｢

均
等
割｣

を
課
税
内
訳
と
し
て
、
毎
年
度

４
億
円
前
後
の
歳
入
を
見
込
ん
で

い
ま
す
。｢

平
等
割｣

は
自
治
体
の

判
断
で
導
入
し
な
い
こ
と
も
可
能

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、「
均
等
割
」

は
法
律
に
よ
り
徴
収
す
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
保
険
税
率
は
、
医
療
費

負
担
の
状
況
を
勘
案
し
決
定
し
て

い
る
も
の
で
あ
り
、
仮
に
「
平
等

割
」「
均
等
割
」
を
廃
止
し
、「
所

得
割
」
の
み
で
必
要
な
税
収
を
確

保
す
る
に
は
、
所
得
割
率
を
大
幅

に
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
現
状

で
は
不
可
能
で
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

子
ど
も
の
「
均
等
割
」
減

額･

免
除
制
度
の
創
設
に

つ
い
て

子
ど
も
の
「
均
等
割
」
減

額
・
免
除
制
度
の
創
設

は
、
子
育
て
支
援
に
も
繋
が
る
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
財
源

確
保
の
観
点
か
ら
、
現
状
で
は
厳

し
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
証
の
「
役

場
留
め
置
き
」
、「
差
押

え
」
の
現
状
に
つ
い
て

保
険
証
の
「
役
場
留
め
置

き
」
は
、
短
期
保
険
証
が

交
付
さ
れ
た
滞
納
者
で
、
納
付
相

談
に
応
じ
な
い
、
納
付
意
識
が
薄

い
等
の
滞
納
者
に
つ
い
て
実
施
し

て
い
る
も
の
で
す
。

　

納
付
相
談
、
納
付
指
導
を
徹
底

し
、
国
民
健
康
保
険
制
度
へ
の
理

解
を
促
し
、
公
平
性
の
確
保
を
図

っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、「
差
し
押
さ
え
」
に
つ
い

て
、
再
三
の
催
告
、
納
付
指
導
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
一
向
に
納
付
意

思
を
示
さ
な
い
累
積
滞
納
者
の
対

応
は
、
県
市
町
村
総
合
事
務
組
合

（
滞
納
整
理
機
構
）
に
移
管
し
、

給
与
を
中
心
に
預
金
及
び
財
産
調

査
を
行
い
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の

滞
納
処
分
を
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。　

(

以
上　

議
会
定
例
会)
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臨時職員等を募集します
◆勤 務 内 容　調理作業

◆勤務時間等　月～金曜日　週５日勤務　午前７時45分～午前11時45分(４時間）
　　　　　　　※学校の長期休業期間(夏休み・冬休み等)は勤務がありません。

◆勤 務 場 所　町学校給食センター

◆募集要件等　18歳以上で、町に住所を有し、健康で通勤可能な方。
◆賃　金　等　時給800円　※雇用保険・労災あり
◆採用予定日　平成31年４月１日
◆採 用 期 間　平成31年４月１日～９月30日　※任用期間を更新する場合もあります。
◆採用予定人員　７名

◆申込受付期間　２月４日(月)～15日(金)　午前８時30分～午後５時　※土・日・祝日を除く
　　　　　　　※郵送の場合は２月15日必着
◆申 込 方 法　履歴書に必要事項(メールアドレスをお持ちの方はご記入ください。)を記入し、

　　　　　　　写真を貼付の上、町学校給食センターに提出してください。

◆面接予定日　３月１日(金)　午後２時

◆選 考 方 法　履歴書及び面接により選考します。

■申込・お問合せ　〒038－3834　藤崎町大字西中野目字池田111番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　藤崎町学校給食センター　89ー7040

藤崎町学校給食センターパート調理員

◆勤 務 内 容　小中学校で特別な支援を必要とする児童生徒に対して、学習支援等を行います。

◆勤務時間等　○原則午前８時～午後４時の間で１日５時間　

　　　　　　　○小中学校の授業、行事等に合わせて週５日勤務

　　　　　　　※勤務時間等は行事等により変更になる場合があります。

◆勤 務 場 所　町内の小中学校

◆募集要件等　○町又は近隣市町村に住所を有し、健康で通勤可能な方。

　　　　　　　○資格は特に必要としませんが、児童生徒の発達状況に応じて接することができる方。

　　　　　　　　(小中学校の教諭・講師・支援員、保育士、幼稚園教諭等の経験のある方等は優遇）

◆賃　金　等　時給1,100円　※健康保険・厚生年金・雇用保険・労災あり　　　　　
◆採用予定日　平成31年４月１日
◆採 用 期 間　平成31年４月１日～９月30日　※任用期間を更新する場合もあります。
◆採用予定人数　若干名

◆申込受付締切　２月28日(木)　※郵送の場合は２月28日消印有効
◆申 込 方 法　履歴書に必要事項を記入し、写真を貼付の上、町教育委員会学務課に提出してください。

◆面接予定日　３月中旬に常盤生涯学習文化会館で実施します。(後日、日時を連絡します。)

◆選 考 方 法　履歴書及び面接により選考します。

■申込・お問合せ　〒038－1214　青森県南津軽郡藤崎町大字常盤字三西田35番地１
　　　　　　　　　　　　　　　　藤崎町教育委員会学務課(常盤生涯学習文化会館内） 69－5010

特別支援教育支援員

藤崎町臨時職員

◆募集職種

　○事務職　○看護職(保健師)　○技能労務職(運転技能員、学校用務員など)

◆登録申込書請求方法　

　｢藤崎町臨時職員登録申込書」(以下｢登録書」)を次のいずれかの方法により請求してください。

　○町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)からダウンロードする。

　○郵送で請求する。郵送の場合は、封筒の表面に朱書きで「臨時職員登録書請求」と明記し、

　　返信用封筒(送付先の住所・氏名を記入し、82円切手を貼付)を同封してください。
　○総務課庶務係窓口から受け取る。

◆登録要件

　○高校卒業以上の学歴を有する18歳以上60歳未満の方。
　○事務職希望の方は、パソコンの基本操作及びワードやエクセルを使用できること。

　※地方公務員法第16条(欠格条項)に該当する方は登録できません。

◆登録申込方法　

　「登録書｣に必要事項を記入し、顔写真を貼付の上、総務課庶務係に提出してください。

　※郵送の場合は、封筒の表面に朱書きで｢登録書在中｣と記載してください。

◆登録期間

　受付日～2020年３月31日　※｢登録書｣は登録期間終了後、廃棄処分します。

◆勤務条件等　

【月額賃金の臨時職員の例】

　○任用期間　原則６か月以内　

　　※任用期間を更新する場合もあります。

　○勤務時間　午前８時15分～午後５時
　○勤 務 日　月～金曜日

　○各種保険　健康保険・厚生年金・雇用保険

　○賃　　金

　　・事務職　高卒　12万8,300円
　　　　　　　大卒　14万1,100円
　　・看護職(保健師)　大卒　16万6,600円
　　・技能労務職　　　高卒　12万3,700円
　　※学歴や職種によって異なります。

　○手　　当　期末・勤勉手当、寒冷地手当、通勤手当等

　○休　　暇　年次有給休暇、年末年始休暇等

　○注 意 点

　　臨時職員は、地方公務員法第22条第５項に規定する
　臨時的任用職員となりますので、任用期間中は他の職や

　民間アルバイト等への従事はできません。

　※日額賃金の臨時職員や勤務場所によって勤務条件が

      異なります。

　臨時職員は、登録者の中から業務の条件に合致する方を必要に応じて選考・採用します。

　そのため、臨時職員を希望する方は、次のとおり、町への登録手続きが必要となります。

　なお、登録されても採用されるとは限りませんので、ご了承ください。

■申込・お問合せ　

　〒038ー3803　青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田一丁目１番地
　　　　　　　　藤崎町総務課庶務係　0172ー88ー8292

　受付順の採用ではありませんので、ご了承

ください。また、登録された方全員が採用さ

れるとは限りません。

…登録から採用までの流れ…

①「登録書｣に必要事項を記載
↓

↓

↓

↓

↓

↓

③各担当課での臨時的業務の発生又は
　欠員の発生等

⑤登録者へ連絡

②総務課庶務係に「登録書」を提出し、
　受付・登録

④登録者の中から登録者の希望及び各　
　担当課の業務内容等を考慮し、書類選考

⑥選考試験

⑦採用決定

常 盤 診 療 所
診　療　時　間 月 火 水 木 金 土

午前８時３０分～正午　　 ○ ○ ○ ○ ○ ○

午後１時３０分～午後５時 ○ ○ ○ ○

～禁煙外来・往診・まき爪の治療も行っています～

(日・祝日休診)

平成３１年１月１日より

診療時間が変更になります。

　筋肉と脂肪のバランスを測定で

きる体組成計も導入しております。

どうぞご利用ください。

藤崎町常盤字富田21－６　0172ー65ー2210

広
報
ふ
じ
さ
き
有
料
広
告
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○税務署から確定申告書等が届いた方・・・税務署から送付された書類一式

○給与所得がある方・・・源泉徴収票など所得を証明できるもの

○事業所得、農地の賃貸がある方・・・収入や経費のわかるもの、出荷伝票・領収書等書類一式

　※農業・営業等の事業所得がある方は、記帳と帳簿書類の保存(帳簿７年・書類５年)が必要です。

○控除を受ける方・・・国民年金控除証明書、任意継続の社会保険料、生命保険料、地震保険料等の

　　　　　　　　　　　各種証明書

　　　　　　　　　　　障害者手帳や療育手帳、医療費は｢医療費控除の明細書｣

※医療費の領収書の添付又は提示は必要ありませんが、領収書は５年間保管する必要があります。

　｢医療費控除の明細書｣は税務課窓口に備え付けています。

○通帳又は通帳の写し等口座情報のわかるもの（還付金を振り込む際に必要となります。）

○印鑑

　　申告は　忘れず　正しく　お早めに

町県民税・所得税の申告が始まります

◆申告が必要な方　

　平成31年１月１日現在、町に住所を有し、次に該当する方は申告が必要です。
　○給与収入又は年金収入があり、次のいずれかに該当する方　

　　① 給与又は年金以外の収入があった方

　　② 年の途中の退職などで、年末調整を受けていない方

　　③ 町に給与支払報告書を提出していない方

　　④ 社会保険料控除・扶養控除・医療費控除などを受ける方

　○農業・営業・不動産・譲渡・一時・配当などの収入があった方

　○平成30年中に収入がなかった方又は非課税の方で、次のいずれかに該当する方　
　　① 認定や申請などのために申告が必要な方

　　　 (国民健康保険・介護保険・年金・福祉・児童手当・町営住宅など)

　　② 課税証明書・所得証明書などの発行が必要な方

　申告は町県民税や所得税の計算の基礎になるだけではなく、国民健康保険税や保育料などの公的

サービスを支える大切な手続です。

　町県民税や所得税を正しく計算するには、自身の収入を正しく申告しなければなりません。申告

忘れや誤った申告で不利益を受けることのないよう、受付期間中に忘れずに申告を済ませましょう。

■お問合せ　税務課住民税係　88ー8124

◆申告の際のお願い

　申告期間中は多くの方がお越しになるため会場がとても混雑します。

　農業や営業の収入がある方が、収入や支出の整理をされていないと申告の計算に大変時間がか

かってしまうことから、混雑緩和のため、経費の対象となる領収書やレシートなどの必要書類は、

あらかじめ燃料費、医療費などの種類ごとに分けてそれぞれの合計額を計算し、帳簿へ記載するな

ど、事前に準備、整理してから会場にお越しくださるようお願いします。また、申告の際はできるだ

け世帯全員の必要書類をご準備ください。

◆申告受付日程

受付日 対　象　町　内　名 受付日 対　象　町　内　名

2/13 水
舟場・朝日町・
西豊田一・二・三丁目

2/28 木
下町・吉向・柏木堰

三ツ屋・若松・小学校通り

2/14 木
常盤

3/ 1 金
富柳・福舘

2/15 金
表町・伝馬・
亀岡・俵舛

3/ 4 月
木挽町・葛野・下俵舛

2/18 月
榊

3/ 5 火
福島

2/19 火
新町・白子

3/ 6 水
水沼・中野目・東町

2/20 水
福左内・久井名舘

3/ 7 木
亀田・西田・若柳

2/21 木
本町・館川町・
中島・西中野目

3/ 8 金
藤越・林崎

2/22 金
徳下

3/11 月
水木

2/25 月
仲町・横町・矢沢

3/12 火
みつや・曲新田・
緑町・小畑

2/26 火 三ツ屋・若松・小学校通り 3/13 水 常盤・榊・水木

2/27 水 全　町　内
3/14 木 全　町　内

(大変混み合いますので、早めの申告を
　  お願いします。)3/15 金

※混雑緩和のため、申告受付日程の対象町内の方を優先的に受付します。３月14日(木)、15日(金)の全町内

　対象日は、大変混み合いますので、できるだけその前までに申告をお願いします。

◆ネットで簡単　便利なeーTAXをご利用ください。
　eーTAXを利用して所得税の確定申告をした場合に次のようなメリットがあります。
○国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」から直接送信されるので、自宅で申告する

　ことができます。

○源泉徴収票や医療費の領収書などの添付が不要になります。(申告期限から５年間保存する必要が

　あります。）

○eーTAXで申告された還付申告は早期に処理されるため、還付金が３週間程度で振り込まれます。
※詳しくは、国税庁ホームページ(http://www.e-tax.nta.go.jp/)をご覧ください。

◆開設期間　２月18日(月)～３月15日(金)　※土・日を除く
　※開設期間前は会場を設置しておりません。開設前の相談は事前予約で受付しています。

　　予約のない方は長時間お待ちいただく場合がありますので、会場開設期間中にお越しください。

◆受付時間　午前９時～午後４時

　申告書作成会場は大変混雑し、長時間お待ちいただく場合があります。

■お問合せ　黒石税務署 ☎52ー4111　※自動音声案内で０番を選択してください。

黒石税務署の確定申告書作成会場開設について

　①マイナンバー(個人番号)カードをお持ちの方

　　　　　　　　　　　　　　　・・・マイナンバーカードをご持参ください　※写しでも可

　②マイナンバー(個人番号)カードをお持ちでない方

　　　　　　　　　　　　　　　・・・次の身元確認書類と番号確認書類をご持参ください。

番号確認書類

マイナンバー通知カード

※写しでも可

身元確認書類

運転免許証、パスポート、障害者手帳
※健康保険証、年金手帳、印鑑証明書、住民票記載事項証明書等

　でも身元確認できますが、この場合はいずれか２つをご持参

　ください。

◆期　　間　２月13日(水)～３月15日(金）
◆時　　間　午前８時15分～午前11時、午後１時～午後３時
　　　　　　※役場への入場は午前８時以降となります。

◆場　　所　役場３階 ｢中会議室｣

申告受付の期間等

◆申告に必要なもの

　○身元確認書類と番号確認書類

黒石税務署１階会議室に確定申告書作成会場を開設します。
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　町では、働く女性が産休・育休の終了後に安心して子育てできるよう、保育所等への利用を予約で

きる｢保育所等利用予約｣を行います。

◆利用予約を実施する保育施設

　藤崎保育所、西中野目保育所、小畑保育所、ふじ保育園、ときわこども園、みずきこども園

　※施設名称は変更になる場合があります。

◆申込対象者　保育所等の利用予約できるのは、次の条件を全て満たしている方です。

　○子どもと保護者が町に住所を有していること(入所前に町外へ転出した時は、予約取消となります。)

　○保護者が法律に定める産休・育休の終了後に、休業前の職場に復職することが確実で、保護者が

　　職場に復帰する時点で子どもの保育の必要性が認められること(産休・育休中に退職したときは

　　予約取消となります。）

　○申込みした子どもが出産日から８週が経過する日の翌日が属する月の末日を過ぎており、集団保育が

　　可能であること。

◆申込受付日程等　利用予約の申込受付日程等については、次のとおりです。

利用開始日 受付期間 内定通知予定 決定通知予定

５月１日
２月１日～28日 ３月中旬

４月中旬

６月１日 ５月中旬

７月１日
３月１日～29日 ４月下旬

６月中旬

８月１日 ７月中旬

５月以降に入所を希望する方へ　

保育所等利用予約のご案内

※９月１日以降の申込受付日程等については町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/)をご覧

　ください。

◆申込方法　支給認定申請書兼保育利用申込書一式のほか、｢保育所等利用予約申込書｣を住民課

　　　　　　子育て支援係に提出してください。(必要書類は備え付けています。)

◆注意事項

　○利用希望月が職場復帰月と同じ月の場合のみ申込みできます。利用希望月が産休(産前産後休暇)

　　又は育休中の場合は申込みできません。

　○利用希望月に現在の職場に復帰することが条件となります。その月の月末までに復帰できない、又は

　　復帰していないことが判明した場合は、内定の取消又は退所となります。

　○利用予約が内定した後に、利用希望月を変更することはできません。

　○申込後の利用希望施設の変更はできません。

　○申請書類に虚偽の記載がある場合は、利用予約は無効となります。

■申込・お問合せ　住民課子育て支援係　88ー8184

　国民年金保険料が納め忘れの状態で、万が一障がいや死亡といった不慮の事態が発生すると、

障害基礎年金や遺族基礎年金を受けられない場合があります。

　経済的な理由などで国民年金保険料を納付することが困難な場合には、保険料の納付が免除・

猶予となる「保険料免除制度」「納付猶予制度(50歳未満)」「学生納付特例制度」がありますの
で、弘前年金事務所又は住民課国保年金係で手続きをしてください。

　また、申請は２年１か月前の月分まで遡ることができますので、失業等により保険料を納付す

ることが経済的に困難になったものの、申請を忘れていた期間がある方は弘前年金事務所あるい

は住民課国保年金係にご相談ください。

国民年金保険料免除等の申請について

■お問合せ　住民課国保年金係　☎88ー8179、弘前年金事務所　☎27ー1339　

国民年金前納割引制度(口座振替 前納)について

　「うっかり忘れて納付期限を過ぎていた」「忙しくて金融機関の窓口やコンビニエンスストアで支払う

時間がない」という方は、便利な口座振替をご利用ください。

◆口座振替の方法は…

　①２年前納(４月～翌々年３月分) ②１年前納(４月～翌年３月分) ③６か月前納(４月～９月、10月～翌年３月分)
　④当月末振替(早割)※本来の納付期限よりも１か月早く口座から振替する方法です。

　⑤翌月末振替　※保険料の割引はありません。

　※前納(①～③の場合)及び早割(④の場合)により納付すると、割引が適用されるのでお得です。

◆口座振替での前納の申込みはお早めに

　口座振替での平成31年度分２年前納・１年前納・６か月前納(４月～９月分)の締切日は２月28日(木)です。
　すでに口座振替で前納している場合は、再度の申込みは必要ありません。ただし、１年前納から２年

前納への変更など、振替方法を変更する場合は、再度申込みが必要です。

　※保険料が一部免除された方は、口座振替の前納制度は利用できません。

◆預金残高にご注意ください

　申込み後に届く口座振替額通知書で口座振替となる金額を確認してください。

　残高不足で口座振替ができなかった場合は、保険料の割引が受けられなくなります。

※制度の詳細は、住民課国保年金係又は弘前年金事務所にお問合せください。

■お問合せ　住民課国保年金係　88－8179、弘前年金事務所　☎27ー1339

受　付

こんにちは 　　　 　です国保係

国民健康保険税の納め忘れにご注意を
　特別な事情もなく国民健康保険税を滞納し、納付相談などにも応じない場合は、未納期間に応じ

て次のような措置をとります。国民健康保険税の滞納は、国民健康保険の運営に支障をきたし、加

入者全員に迷惑をかけることになります。国民健康保険税は必ず納めましょう。

■資格に関するお問合せ　住民課国保年金係　88－8179
■納付に関するお問合せ　税務課収納係　　　88－8151

延滞金などを徴収される場

合があります。すみやかに

納めましょう。

督促が行われたあとにも納め

ないでいると、通常の保険証の

代わりに、有効期間の短い短期

被保険者証が交付されます。

国保税を納めないまま納期限か

ら１年を過ぎると、保険証を返却

しなければいけません。代わり

に資格証明書が交付されます。

国保税を納めないまま納期
限から１年６か月を過ぎる
と、国保の給付が全部、又
は一部差止めになります。

①納期を過ぎると督促 ②短期被保険者証を交付

④国保の給付差止め③資格証明書を交付

そのほかに、財産の差押えなどの処分を

受ける場合もあります。

短期被保険者証になると

保険証の有効期間が短く

なります。３か月ごとに更

新が必要となります。な

お、18歳未満の方は６か月
ごとの更新となります。

資格証明書とは

国保の被保険者であ

ることを証明するだ

けのものです。

お医者さんにかかる

ときには医療費をいっ

たん全額自己負担す

ることになります。

◆どうしても納付が難しいときは相談を

　災害の影響など、特別な事情により国民健康保険税の納付が困難なときには、申請により国民健

康保険税の分割納付などができる場合があります。どうしても納付が難しいときには滞納のままに

せず、税務課収納係にご相談ください。
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　満１歳のお誕生日を迎えたらＭＲ(麻し

ん・風しん)の予防接種を受けましょう。

　また、すこやか健診等の日程一覧表は、

町ホームページに掲載しています。

３月

３月７日(木)【１歳６か月児健診】

　●対　象　Ｈ29年７月～８月生
　●受　付　13:00～13:15
　●場　所　藤崎老人福祉センター

　●内　容　身体計測、小児科、歯科、

　　　　　　栄養指導、歯科指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、

　　　　　　バスタオル、問診票等

３月１４日(木)【３歳児健診】

　●対　象　Ｈ27年７月～８月生
　●受　付　12:30～12:45
　●場　所　ふれあいずーむ館

　●内　容　身体計測、小児科、歯科、耳鼻科、

　　　　　　視力、聴覚、尿検査、精神発達、

　　　　　　栄養指導、保健指導

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、

　　　　　　バスタオル、問診票等

３月２０日(水)【１０か月児健康相談】

　●対　象　Ｈ30年４月～５月生
　●受　付　9:30～9:45
　●場　所　藤崎老人福祉センター

　●内　容　身体計測、離乳食のお話・試食、

　　　　　　生活リズムや発達のお話

　●持ち物　母子手帳、こどもノート、問診票、

　　　　　　バスタオル、エプロン、おしぼり等

※参加ご希望の方は3月13日(水)までにご連絡ください。

３月２０日(水)【母子健康相談】

　●対　象　妊婦・生後３か月以上の乳幼児

　●受　付　10:00～11:00
　●場　所　藤崎老人福祉センター

　●内　容　妊娠中のアドバイス、

　　　　　　乳幼児の身体計測、育児相談

　●持ち物　母子手帳、バスタオル等

３月６日(水)・２０日(水)【こころの健康相談】

　●時　間　9:00～12:00

　●場　所　(６日）常盤老人福祉センター

　　　　　　(20日）藤崎老人福祉センター

３月８日(金)・１５日(金)

【傾聴サロン おしゃべり&オレンジカフェ】

　●時　間　13:00～15:00
　●場　所　(８日）藤崎老人福祉センター

　　　　　　(15日）常盤老人福祉センター

■お問合せ　福祉課健康係　88－8197

藤崎町自殺対策計画への
パブリックコメントを実施します

　町の自殺対策を総合的かつ効果的に推進する

ため、平成31年度からの５か年計画とした｢藤崎
町自殺対策計画(案)｣を現在策定しています。

　本計画策定の参考とするため、次のとおりパ

ブリックコメント(意見公募手続)を実施しますの

で、皆さんのご意見をお寄せください。

◆意見の募集期間　３月１日(金) ～ 15日(金)
◆計画(案)の閲覧場所

　○福祉課健康係

　○常盤出張所　

　※町ホームページ(http://www.town.fujisaki.lg.jp/）

　　からも閲覧できます。

◆意見の提出方法

　閲覧場所に備え付けてある記入用紙に、意見

と必要事項(氏名・住所・連絡先)を記入の上、持

参・郵送・ＦＡＸ・電子メールのいずれかの方

法で提出してください。

※郵送の場合は３月15日消印有効
◆その他

　提出されたご意見は、計画策定の参考とする

ほか、後日集約し、氏名・住所・連絡先を除き、

対応状況を町ホームページで公表します。ただ

し、ご意見に対する個別の回答は行いません。

また、必要事項に記入漏れ等がある場合は、ご

意見として受付しません。

■お問合せ　福祉課健康係　88－8197

◆出願締切　３月17日(日)　
※インターネットでの出願も受け付けています。

　放送大学はテレビ等の放送やインターネット

で授業を行う通信制の大学です。

　心理学・福祉・経済・歴史・文学・情報・自

然科学など、幅広い分野を学ぶことができ、働

きながら学んで大学を卒業したい、学びを楽し

みたいなど、様々な目的で幅広い世代、職業の

方が学んでいます。

　2019年４月入学生を募集しています。詳しい
資料を無料で送付しますので、お気軽にお問合

せください。

放送大学４月生募集のお知らせ

■資料請求・お問合せ　

　○放送大学青森学習センター　38ー0500　
　○放送大学ホームページ　https://www.ouj.ac.jp/

　家庭から出る可燃ごみのおよそ５割が生ごみであり、そのうちおよそ２割がまだ食べられるのに

捨ててしまう食品、いわゆる食品ロスです。

　私たちができるごみ減量の取組として、３つの「きる」があります。

　３つの「きる」を心がけることは、毎日の食事から出るごみを減らすことにつながります。

１　食材は使い「きる」

　　○買い物前に冷蔵庫の中身などをチェックして、買い物メモを作ってから出かけると、不必要

　　　な買い物を控えることができます。

　　○野菜などを切るときは、なるべく捨てる部分を少なくする一工夫が大切です。

２　料理は食べ「きる」

　　○作りすぎてしまわないように、料理は適量作るように心掛けましょう。

　　○料理が残ってしまったら、少しアレンジを加えて違う料理にすると食べきることができます。

３　生ごみは水気を「きる」

　　○生ごみの約８割は水分となっています。三角コーナーや水切りネットなどを使って、水気を

　　　きりましょう。きちんと水気をきってからごみに出せば、ごみの重量を減らせるだけではな

　　　く、生ごみを燃やす際のエネルギーも節約することができます。

生ごみを減らしましょう

生ごみの水分を減らすには

①水に濡らさない工夫

　○野菜は皮をむいてから洗うことによって、余分な水分を減らせます。

　○水分の少ない玉ねぎの皮や野菜くずは、直接ゴミ箱へ捨てましょう。

②捨てる前のひとしぼり

　○水をいれたペットボトルなどを重しにし、一晩置いておくだけで水キリできます。

　○ビンの底などでギュッと押してしぼると、手も汚れず簡単です。

③捨てる前に乾かす

　○野菜や果物の皮などは、食品トレイや新聞紙などを利用して乾かしてからゴミ箱へ捨てましょう。

■お問合せ　

　○東北運輸局青森運輸支局テレフォンサービス(情報案内)　☎050ー5540ー2008
　○自動車検査予約ヘルプデスク　☎0570ー030ー330(午前９時～午後６時)　※土・日・祝日を除く

自動車の名義変更・廃車手続及び車検はお早めに

　例年３月は、自動車の名義変更・廃車・住所変更・車検などの手続で、東北運輸局青森運輸支局

の窓口が大変混雑します。特に、３月中旬頃から３月末にかけて待ち時間が長くなりますので、申

請者の皆さんは、待ち時間が比較的短い３月上旬に手続してくださるようお願いします。また、車

検(継続検査)は１か月前から受検可能ですので、早めの受検をお願いします。

　手続に関する詳細は、青森運輸支局ホームページ(http://wwwtb.mlit.go.jp/tohoku/am/am-index.html)

をご覧ください。必要書類の確認や、委任状等の取得が可能です。　

　ユーザー車検については、インターネット検査予約サイト等により検査予約を行ってください。

予約操作については、自動車検査予約ヘルプデスクをご利用ください。

　なお、軽自動車は｢軽自動車検査協会｣が窓口になり、手続方法等が異なりますのでご注意ください。

◆受付時間　午前８時45分～正午、午後１時～午後４時　※土・日・祝日を除く

　ごみの水分を減らすことによって、ごみ出しが重くて大変という悩みや、生ごみの臭いを解決する

ことができます。皆さんのライフスタイルに応じた減量方法を実践してみてください。

■お問合せ　住民課環境係　88－8169
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藤崎町図書館
　　　　大夢
　75－2288としょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだよりとしょかんだより

◎最新着図書      

☆一般図書
○「小池芳子のこうして稼ぐ農産加工」 小池  芳子‖著

○「タネと内臓」                               吉田  太郎‖著

○「麒麟児」                                        冲方  丁‖著

○「姫君の賦」千姫流流                   玉岡  かおる‖著

○「聖者が街にやって来た」          宇佐美  まこと‖著

○「テレビ探偵」                               小路  幸也‖著

○「ほどなく、お別れです」                長月  天音‖著

○「ばけばけ」                                  那須  正幹‖著

○「エースの遺言」                            久和間  拓‖著

○「すみれ屋敷の罪人」                         降田  天‖著

○「ミッテランの帽子」   アントワーヌ・ローラン‖著

○「ムリなくできる親の介護」             工藤  広伸‖著

○「夢のゴージャスチョコレシピ」       木村  幸子‖著

○「怖いへんないきものの絵」中野 京子・早川 いくを‖著

☆児童図書
○「オフロケット」   ザ・キャビンカンパニー‖作・絵

○「おにのおにいさん」       さいとう  しのぶ‖作・絵

○「プップクプードル」       やまだ  なおと‖さく・え

○「たいせつなきみ」            マックス・ルケード‖作

○「おどろいたりす」 マーガレット・ワイズ・ブラウン‖文

○「いいね！」                            筒井  ともみ‖さく

○「はじめてのお菓子レッスンＢＯＯＫ」 阪下  千恵‖著

☆郷土
○「高橋弘希の徒然日記」                   高橋  弘希‖著

○「激震！卍の城」弘前藩 災害の教訓   　知坂  元‖著

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ほか
※都合により、一部納期が遅れることがあります。

◎定期おはなし会

○い　　つ　２月９日(土)

           　　 午前10時～午前10時45分
○ど こ で　常盤生涯学習文化会館　児童室

○おはなし　ときわっ子本の会

　テーマ：『さむくても 心があったかいおはなし』

　　　　　　おはなしの内容を覚えて、語り聞かせる

　　　　　　手法(ストーリーテリング)でお話します。

○対　　象　小学生、おはなしの好きな方はどなたでも。

※始まりの時間におくれると中に入れませんので、開始

　時間前までにおいでください。

☆２月の休館日
４日(月)・12日(火)・18日(月)～22日(金)･25日(月)・28日(木)
※２月19日(火)～22日(金)は蔵書点検のため、28日(木)
　は図書整理のため休館となります。

※蔵書点検期間は、年に１回館内全ての本の所在・汚

　破損等の確認を行っています。ご不便をおかけしま

　すが、ご協力お願いします。

※蔵書点検期間中に本の貸し出しはできません。

※休館日に図書返却する場合は、正面玄関脇の返却ポ

　ストをご利用ください。

※「県立図書館オンラインサービス・遠隔地返却サービス」

　をご利用の方は、ふれあいずーむ館窓口へお越しください。

◎藤崎町図書館 大夢 休館日のお知らせ

○い　　つ　２月16日(土)　午前10時～午前11時
○ど こ で　藤崎町図書館　児童室　よいこのくに

○おはなし　わっこの会

　テーマ：おはなしＺＯＯ（どうぶつえん）

　　　　　『クマのおはなし』

         　　「しろくまのパンツ」「二ひきのこぐま」ほか

○対　　象　幼児・児童（保護者含む）

※どなたでも参加できます。

　どうぞお気軽にお越しください。
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「藤崎いきいき生活大学」閉講式を次のとおり開催します。「藤崎いきいき生活大学」閉講式を次のとおり開催します。
どなたでも参加できますので、多くの方のご来場をお待ちしています。どなたでも参加できますので、多くの方のご来場をお待ちしています。

平成３０年度 藤崎いきいき生活大学閉講式平成３０年度 藤崎いきいき生活大学閉講式  

◆◆日　　時日　　時　３月16日(土)　午前10時　３月16日(土)　午前10時

◆◆場　　所場　　所　常盤生涯学習文化会館   ｢多目的ホール｣　常盤生涯学習文化会館   ｢多目的ホール｣

◆◆内　　容内　　容　第１部　藤崎いきいき生活大学閉講式式典　第１部　藤崎いきいき生活大学閉講式式典

　　　　　　第２部　記念講演　　　　　　第２部　記念講演

　　　　　　　　　　演題　　　　　　　　　　　演題　「今からできること～大切な方に思いやりを残すために～｣「今からできること～大切な方に思いやりを残すために～｣

　　　　　　　　　　内容　生前整理について、様々な手続きや登記の仕方　ほか　　　　　　　　　　内容　生前整理について、様々な手続きや登記の仕方　ほか

　　　　　　　　　　講師　株式会社弘前公益社　フューネラルプランナー　　　　　　　　　　講師　株式会社弘前公益社　フューネラルプランナー

■お問合せお問合せ　常盤生涯学習文化会館常盤生涯学習文化会館　☎65ー3100、町文化センター65ー3100、町文化センター　☎75ー331175ー3311

◎ 第160回 芥川賞・直木賞受賞・候補作品の紹介

《芥川賞》
○「ニムロッド」                  上田  岳弘‖著(受賞作）

○「１Ｒ(ラウンド)１分34秒」    町屋  良平‖著(受賞作）

○「ジャップ・ン・ロール・ヒーロー」鴻池 留衣‖著(候補作）

○「戦場のレビヤタン」 　 　 砂川  文次‖著(候補作）

○「居た場所」           　    高山  羽根子‖著(候補作）

○「平成くん、さようなら」   古市  憲寿‖著(候補作）

《直木賞》
○「宝島」            　        　 真藤  順丈‖著(受賞作）

○「童の神」    　　              今村  翔吾‖著(候補作）

○「信長の原理」    　           垣根  涼介‖著(候補作）

○「ベルリンは晴れているか」 深緑  野分‖著(候補作）

○「熱帯」     　　　         森見  登美彦‖著(候補作）

◎企画展示のご案内

★一般図書　うつくしい日本のうた(童謡100年）
★児童図書　冒険・ＳＦ特集 弘前市代官町通り

（紀伊國屋書店さん横） TEL.0172 - 3333 - 50165016
※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。※聞こえのご相談、出張サービスも行っております。

補聴器センター

【認定補聴器専門店】
公益財団法人テクノエイド協会公益財団法人テクノエイド協会
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◎定例おはなし会「おはなしのとびら」

２２月は ｢省エネルギー月間｣ です月は ｢省エネルギー月間｣ です

　国では、暖房等により
エネルギー需要が増加す
る２月を「省エネルギー
月間」と定めています。
　限りあるエネルギー資
源を大切にし、地球温暖
化を防止するため、エネ
ルギーを大切に使うよう
心掛けましょう。

■お問合せ　東北電気保安協会弘前事業所　27ー0862

カ
ー
テ
ン
を
閉
め
る
と
部
屋

の
暖
か
い
空
気
が
逃
げ
に
く

く
な
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

野
呂　

文
坊

両
親
は
息
子
の
マ
ン
シ
ョ
ン
馴
染
め
な
い

酒
二
合
肴
に
戦
争
語
る
祖
父

ブ
ラ
ッ
ク
ア
ウ
ト
薪
で
飯
炊
く
も
ど
か
し
さ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

成
田　

波
麻

招
待
の
恩
師
少
な
く
な
る
会
合

停
電
で
帰
宅
困
難
大
都
会

大
物
は
最
後
堂
々
入
場
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
笠
原
み
な
み

草
枯
れ
て
こ
ん
な
所
に
錆
び
た
鎌

兄
も
逝
き
実
家
の
明
り
消
え
ま
し
た

何
に
つ
け
気
速
い
夫
遅
い
妻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

清
水　

川
魚

招
か
れ
た
席
御
祝
儀
も
見
栄
を
張
り

ど
こ
が
い
い
の
か
我
が
娘
が
惚
れ
た
人

勉
強
の
ビ
リ
が
大
金
持
ち
に
な
り

　
　
　

と
び
入
り
参
加
者
優
秀
句

鬼
嫁　

　

遅
咲
き
の
デ
ビ
ュ
ー
で
開
花
亀
根
性

　

少
額
の
こ
づ
か
い
夢
見
て
ジ
ャ
ン
ボ
買
う

は
る
か　

　

半
世
紀
越
え
て
バ
リ
カ
ン
ま
だ
生
き
る



20 21 2019．2 広報ふじさき 広報ふじさき 2019．2

　

　

窓籍戸 の １２月届出分

※この欄に載せたくない方は、届出の時に窓口に申し出てください。

～お誕生おめでとうございます～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　(　　)内保護者

　榊 　髙　木　聖
ま　さ　と

　斗(康次) 下　町　石　田　隼
は　ゆ　ま

　夢(孝介)

水　木　髙　木　　蓮
れ　ん

　(健史) 西豊田二　神　山　柚
ゆ　ず　な

　奈(直也)

水　沼　工　藤　優
ゆ　い

　維(利行) 下　町　小笠原　理
り　の

　乃(環)

小学校通り　瓜　田　時
と　き　お

　生(洋介) 水　木　大　川　麗
れ　い　ら

李羅(伸)

西　田　對　馬　光
み　く

　玖(正人) 朝日町　木　村　史
ふ　み　の

　野(大公)

水　木　千　葉　徠
ら　い　が

　雅(将雅) 緑　町　古　川　烈
れ　つ　き

　生(正道)

藤　越　木　村　佳
け　い　と

　智(遼陛)

～お悔やみ申しあげます～

表　町　大　澤　政　江(92) 水　木　横　山　　悦　(86)

みつや　兵　藤　　寿　(68) 常　盤　石　動　友　幸(68)

小　畑　成　田　シ　サ(83) 常　盤　石　動　　孝　(74)

吉　向　安　田　サ　ダ(86) 常　盤　石　澤　久　雄(75）

若　松　佐々木　キクヱ(89) 水　沼　佐々木　勝　利(73)

水　木　白　取　喜代太郎(93) 常　盤　黒　瀧　リツヱ(90)

亀　岡　三　上　俊　之(89) 若　松　佐々木　信　也(76)

朝日町　稲　葉　テ　ツ(74) みつや　福　夛　り　つ(84)

県内の交通事故概況

(12月31日現在)

12月中 前年比 年間累計 前年比

件数 300件 ー51 2,966件 －292

死者 ５人  ０ 45人 ＋３

傷者 353人 ー68 3,649人 －373

町の人口と世帯数

12月31日現在 前月比

人口　男   7,096人 ー４

　　　女   8,063人 ー４

合計 15,159人 ー８

世帯 6,025世帯 ー１
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脳
神
経
外
科
学
講
座

　　　　　　　　　　　

教
授　

大
熊　

洋
揮 

氏

■
お
問
合
せ

　

青
森
県
健
康
福
祉
部
が
ん
・
生
活

　

習
慣
病
対
策
課　

　

☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
９
２
１
２

◆
日　

時　

２
月
14
日(

木)　

　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

　

平
川
市
文
化
セ
ン
タ
ー｢

文
化
ホ
ー
ル｣

◆
内　

容　

　

リ
ン
ゴ
新
品
種｢

紅
は
つ
み｣

の

　

特
性
、
リ
ン
ゴ
黒
星
病
の
発
生

　

状
況
と
今
後
の
対
策　

ほ
か

■
お
問
合
せ

　

青
森
県
産
業
技
術
セ
ン
タ
ー　

　　
り
ん
ご
研
究
所　

☎
52
ー
２
３
３
１

　

詳
し
く
は
中
南
地
域
県
民
局
県

税
部
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。
な
お
、

軽
自
動
車
税
に
つ
い
て
は
町
税
務
課
固

定
資
産
税
係
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
お
問
合
せ　

　

中
南
地
域
県
民
局
県
税
部

　

納
税
管
理
課 

☎
32
ー
４
３
４
１

　

税
務
課
固
定
資
産
税
係

　

☎
88
ー
８
１
４
６

　

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所
で
は
、

専
門
の
相
談
員
が
交
通
事
故
で
お
困

り
の
方
か
ら
の
相
談
を
無
料
で
お
受

け
し
て
い
ま
す
。

　

面
接
や
電
話
で
の
相
談
を
受
け
付

け
て
お
り
、
個
人
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。
ま
ず
は
お
気
軽
に
お
電
話
を

く
だ
さ
い
。

◆
相
談
日　

月
〜
金
曜
日

　
　
　
　
　

※
祝
日
を
除
く

◆
時　

間　

午
前
９
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

青
森
県
庁
北
棟
７
階　

◆
お
問
合
せ　

　

青
森
県
交
通
事
故
相
談
所

　

☎
０
１
７
ー
７
３
４
ー
９
２
３
５

相
続
登
記
無
料
相
談
会
の

お
知
ら
せ

　

司
法
書
士
会
で
は
相
続
登
記
の
手

続
を
促
す
啓
発
活
動
の
一
環
と
し
て
、

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料
相
談
会
を

実
施
し
ま
す
。

45
歳
以
上
の
就
職
活
動
を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す

　

応
募
書
類
の
書
き
方
や
面
接
な
ど
、

就
職
活
動
の
ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

◆
日　

時　

毎
週
月
・
木
曜
日

　
　
　
　
　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
場　

所　

　

キ
ャ
リ
ア
ス
ク
ー
ル
Ｉ
・
Ｍ
・
Ｓ

◆
対
象
者　

　

45
歳
以
上
で
再
就
職
を
希
望
す
る
人

◆
受
講
料　

無
料　

■
申
込
・
お
問
合
せ　

　

ネ
ク
ス
ト
キ
ャ
リ
ア
セ
ン
タ
ー

　

あ
お
も
り

　

☎
０
１
７
ー
７
２
３
ー
６
３
５
０

　

Ｅ
メ
ー
ル

   chuuko
unen@

im
s-hiro

saki.co
m

自
動
車
税
・
自
動
車
取
得
税

の
減
免
制
度
の
お
知
ら
せ

　

身
体
障
害
者
手
帳
、
戦
傷
病
者
手

帳
、
療
育(

愛
護)

手
帳
、
精
神
障
害

者
保
健
福
祉
手
帳
の
交
付
を
受
け
て

い
る
方
又
は
そ
の
方
と
生
計
を
一
に

す
る
方
が
、
こ
れ
ら
の
手
帳
の
交
付

を
受
け
て
い
る
方
の
生
業
、
通
院
、

通
学
な
ど
の
た
め
に
自
動
車
を
利
用

し
て
い
る
場
合
で
、
そ
の
障
が
い
の

程
度
や
自
動
車
の
使
用
状
況
な
ど
が

一
定
の
条
件
に
該
当
す
る
と
き
に
は
、

申
請
に
よ
り
自
動
車
税
・
自
動
車
取

得
税
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

脳
卒
中
県
民
公
開
講
座
を

開
催
し
ま
す

り
ん
ご
研
究
所
か
ら｢

試
験
成

果
・
情
報
発
表
会｣

の
お
知
ら
せ

交
通
事
故
で
お
困
り
の
方

ご
相
談
く
だ
さ
い

　

相
談
は
無
料
で
す
が
、
２
回
目
以

降
の
相
談
や
具
体
的
な
手
続
が
必
要

に
な
る
場
合
に
は
別
途
費
用
が
か
か

り
ま
す
の
で
相
談
員
に
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

◆
相
談
内
容　

相
続
登
記　

◆
相
談
期
間　

　　

２
月
１
日(

金)

〜
28
日(

木)

　　

※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く

◆
場　

所

　

県
内
の
各
司
法
書
士
事
務
所

※
事
前
に
電
話
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
お
問
合
せ

　

青
森
県
司
法
書
士
会

　

☎
０
１
７
ー
７
７
６
ー
８
３
９
８

～ふじワングランプリ～ふじワングランプリ２０１８２０１８特別企画～特別企画～

※本記事は、ふじワングランプリ2018のグランプリ及び準グランプリ
　の店舗特別企画として平成31年７月号まで掲載します。

  グランプリと準グランプリの商品とグランプリと準グランプリの商品と店舗をご紹介します！店舗をご紹介します！

  　

独創的なお菓子を揃えて、ご来店を心よりお待ちしています。

グランプリ！きくち覚誠堂
藤崎町大字藤崎字村岡51　75－2234

藤崎のきな粉ぷりん

320円(税込)

  　

国道７号沿い、真っ赤な看板が目印！｢五目あんかけ焼きそば｣

や｢担々麺｣など人気商品盛りだくさん!

準グランプリ！幡龍藤崎店
藤崎町大字矢沢字福富76－１　75－9190

  みそチャーシューめん

900円(税込)

ああ とと がが きき

　川柳｢紫柳社｣に今回とび入り参加してきまし
た。(Ｐ19参照。さて、私はどっちでしょう？）頭
をひねって言葉を選びながら、５・７・５にはめて
いくのがパズルのようでおもしろく、また参加し
たいなと思います。2019年は頭を使って、目指
せ、(今よりもっと？)知的な私！（Ｉ）

藤崎町消防出初式が行われました藤崎町消防出初式が行われました

　１月13日(日)に平成31年藤崎町消
防出初式が行われました。青空の下、

ラッパ隊による演奏から始まり、消

防団員は放水訓練や分列行進、勇壮

なまとい振りなど、新年初めの消防

演習を行いました。

　
◆消防職員と消防団員の違い

☆消防職員：常勤の地方公務員、消防署に24時間交替で勤務する

　（※消防吏員→消防職員のうち、階級を有する職員を消防吏員と呼ぶ）

☆消防団員：特別職の地方公務員

　（会社員・主婦・学生など普段は別の職業に就いているが災害が発生した時、召集して出動する）

※町の消防団は本団及び第１分団から第22分団まであり、コミュニティ消防センターは21か所です。
　第22分団は女性団員で構成されており、消防署と共に火災や災害への対応、予防啓発活動や救命講
　習などを行っています。

　町の消防団条例定数411名のうち、現在は355名、うち女性消防団員６名が活躍しています。(平
　成31年１月１日現在)。入団については総務課防災係(☎88ー8295)にお問合せください。

２月の町税等の納期

納期限は２月２８日(木)です

●国民健康保険税　　　　第８期

●介護保険料　　　　　　第８期

●後期高齢者医療保険料　第８期

■お問合せ　東消防署北分署　☎75ー3333

ス
プ
レ
ー
缶
等
は
必
ず
中
身

を
使
い
切
り
ま
し
ょ
う

　

中
身
の
残
っ
た
ス
プ
レ
ー
缶(

エ

ア
ゾ
ー
ル
缶)

、カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
が

ご
み
に
出
さ
れ
、
ご
み
収
集
車
両

や
ご
み
処
理
施
設
で
火
災
が
発
生

し
て
い
ま
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ

は
必
ず
中
身
を
使
い
切
っ
て
か
ら

ご
み
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

■
お
問
合
せ

　

住
民
課
環
境
係

　

☎
88
ー
８
１
６
９

役場75－3111　常盤出張所65－2111　上下水道課75－6025　教育委員会69－5010　ずーむ館75－2288　　　　町文化センター75－3311　常盤生涯学習文化会館65－3100　スポーツプラザ藤崎75－3323　常盤ふるさと資料館あすか65－4567 お知らせ



賞品を手にしてにっこり笑顔です！賞品を手にしてにっこり笑顔です！

　１月１２日 ( 土 )、ふれあいずーむ館において、小学生を対象に、ふる

さとカルタ大会が行われました。試合は学年ごとに行われ、札が読みさとカルタ大会が行われました。試合は学年ごとに行われ、札が読み

上げられると対戦相手に負けないように、元気な声で絵札をとってい上げられると対戦相手に負けないように、元気な声で絵札をとってい

ました。真剣な対決の中、会場は子どもたちの熱気に包まれていました。ました。真剣な対決の中、会場は子どもたちの熱気に包まれていました。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表紙の説明）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（表紙の説明）

　シャキシャキとした食感とさわやかな香りが特徴のせりは、日本原産の野菜として古くから食され、「古事　シャキシャキとした食感とさわやかな香りが特徴のせりは、日本原産の野菜として古くから食され、「古事

記」や「万葉集」にも記録が残っています。記」や「万葉集」にも記録が残っています。

　鮮やかな緑色の葉にはカリウムやカルシウム、マグネシウムなどのミネラル類が多く、骨粗しょう症や血　鮮やかな緑色の葉にはカリウムやカルシウム、マグネシウムなどのミネラル類が多く、骨粗しょう症や血

圧の上昇の予防に役立ちます。また、抗酸化作用のあるβ-カロテンやビタミンＣ、ポリフェノールを含み、圧の上昇の予防に役立ちます。また、抗酸化作用のあるβ-カロテンやビタミンＣ、ポリフェノールを含み、

それぞれの相乗効果で高い抗酸化作用が期待できます。それぞれの相乗効果で高い抗酸化作用が期待できます。

　購入するときは葉色が濃く、葉の先までピンとハリがあり、茎がしっかりしているものを選びます。　購入するときは葉色が濃く、葉の先までピンとハリがあり、茎がしっかりしているものを選びます。

　湿らせたキッチンペーパーで包み、ポリ袋に入れて、冷蔵庫の野菜室に入れて保存するとよいでしょう。　湿らせたキッチンペーパーで包み、ポリ袋に入れて、冷蔵庫の野菜室に入れて保存するとよいでしょう。

ふじさキッチンふじさキッチン
■お問合せ■お問合せ　福祉課健康係　福祉課健康係
　　　　　　　　　　　　88 ー 819788 ー 8197１１日日３３食、野菜を食べよう！食、野菜を食べよう！

旬を味わう旬を味わう「せりと鶏肉の豆板醤炒め」「せりと鶏肉の豆板醤炒め」
　■材料 ( ４人分 )　■材料 ( ４人分 )
　　鶏むね肉 (皮なし )　200ｇ、せり　1把、しょうゆ　大さじ１　　鶏むね肉 (皮なし )　200ｇ、せり　1把、しょうゆ　大さじ１
　　Ａ（①こしょう 少々 ②酒 大さじ１ ③豆板醤 小さじ１ ④すりごま 大さじ１ ⑤片栗粉 大さじ１ ⑥サラダ油 大さじ１）　　Ａ（①こしょう 少々 ②酒 大さじ１ ③豆板醤 小さじ１ ④すりごま 大さじ１ ⑤片栗粉 大さじ１ ⑥サラダ油 大さじ１）

■作り方■作り方
　①鶏むね肉は縦４㎝に縦長に切る。せりも４㎝の長さに切り、茎と葉を　①鶏むね肉は縦４㎝に縦長に切る。せりも４㎝の長さに切り、茎と葉を

　　分けておく。　　分けておく。

　②鶏むね肉にＡの調味料を順番に絡ませ、その都度よく混ぜる。　②鶏むね肉にＡの調味料を順番に絡ませ、その都度よく混ぜる。

　③熱したフライパンに②を入れ、色が変わるまで炒める。　③熱したフライパンに②を入れ、色が変わるまで炒める。

　④せりの茎部分を入れてさっと炒めたら、しょうゆを入れて全体に回す　④せりの茎部分を入れてさっと炒めたら、しょうゆを入れて全体に回す

　　ように炒める。　　ように炒める。

　⑤火を止め、せりの葉部分を入れて完成。　⑤火を止め、せりの葉部分を入れて完成。

会場では熱戦が繰り広げられました。会場では熱戦が繰り広げられました。

　ふるさとカルタは、子どもたちに楽し　ふるさとカルタは、子どもたちに楽し

く郷土のことを学んでもらおうと作成さく郷土のことを学んでもらおうと作成さ

れた、藤崎町オリジナルのカルタです。れた、藤崎町オリジナルのカルタです。
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広報ふじさきに関するご意見・ご要望は、企画財政課企画係までお寄せください。

■編集・発行　藤崎町企画財政課企画係　〒038-3803 青森県南津軽郡藤崎町大字西豊田一丁目１番地

TEL 0172-75-3111(代表)、0172-88-8258(企画係直通)　FAX 0172-75-2515　■URL http://www.town.fujisaki.lg.jp/


